
紹　介
柳瀬川流域水循環マスタープラン
の取組み

れ
た
こ
と
に
よ
り
雨
水
が
浸
透
す
る
場
所
が
少
な
く
な
っ
た

上
に
、
雨
水
の
排
水
施
設
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
降
っ
た
雨

が
従
前
に
比
べ
て
短
時
間
に
、
か
つ
大
量
に
河
川
に
流
れ
込

む
よ
う
に
な
り
、
洪
水
災
害
の
危
険
性
が
増
大
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
昭
和
52
年
よ
り
総
合
治
水
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
平
常
時
に
は
、
河
川
流
量
の
減
少
、
水
質

の
悪
化
、
地
下
水
位
の
低
下
や
湧
水
の
涸
渇
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
水
環
境
に
係
わ
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
健
全
な
水
循
環
系
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

が
広
ま
る
と
と
も
に
各
省
庁
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
新
た
な
水
循
環
・
国
土
管
理
に
向
け
た
総
合
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て(

平
成
11
年
３
月)

」
と
し
て
河
川
審

議
会
か
ら
水
環
境
に
係
わ
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

流
域
単
位
で
健
全
な
水
循
環
系
の
形
成
に
取
り
組
む
べ
き
と

の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
と
し
て
の
柳
瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

流
域
管
理
に
水
循
環
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
河
川
環
境
の

み
な
ら
ず
都
市
環
境
や
熱
環
境
な
ど
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え

る
こ
と
と
し
た
「
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
新
し
い
取

組
み
で
す
。
こ
の
た
め
、
計
画
策
定
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

点
で
手
探
り
状
態
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
河
岸

川
の
一
次
支
川
で
あ
る
柳
瀬
川
流
域
を
取
り
上
げ
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
プ
ラ
ン
と
し
て
「
柳
瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

連
携
・
協
働
に
よ
る
検
討
体
制
の
確
立

健
全
な
水
循
環
系
の
創
出
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学

識
経
験
者
、
流
域
住
民
、
行
政
各
部
門
の
連
携
・
協
働
が
不

可
欠
で
す
。
特
に
新
河
岸
川
流
域
（
柳
瀬
川
流
域
）
は
関
係

す
る
都
県
市
町
及
び
活
発
に
活
動
し
て
い
る
市
民
や
市
民
団

体
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
体
制
を
確
立
し
検

討
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
体
制
の

も
と
、
平
成
11
年
度
か

ら
検
討
を
開
始
し
、
検

討
会
８
回
、
市
民
懇
談

会
10
回
、
行
政
間
調
整

会
議
12
回
を
開
催
し
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
２
回
開
催
し
ま
し

た
。

計
画
目
標
の
設
定

柳
瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
計
画
目
標

を
数
値
と
し
て
定
量
化
し
ま
し
た
。
目
標
の
設
定
に
あ
た
っ

て
は
、「
人
と
水
と
み
ど
り
が
つ
な
が
り
あ
う
魅
力
あ
る
流
域

づ
く
り
」
を
計
画
理
念
と
し
て
、
望
ま
し
い
流
域
像
を
具
体

化
す
る
た
め
の
「
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
再
生
」
及
び
「
都
県

市
町
及
び
流
域
住
民
等
の
各
主
体
の
取
組
み
」
を
段
階
的
に

提
示
し
て
基
本
方
針
と
し
、
洪
水
時
、
平
常
時
の
数
値
目
標

及
び
各
主
体
の
取
組
み
内
容
・
規
模
を
設
定
し
ま
し
た
。

柳
瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
背
景

柳
瀬
川
は
、
狭
山
丘
陵
の
狭
山
湖
、
多
摩
湖
付
近
を
水
源

と
し
、
志
木
市
役
所
付
近
で
新
河
岸
川
に
合
流
す
る
全
長
19
・

６
㎞
、
流
域
面
積
96
・
０
km2

（
狭
山
湖
、
多
摩
湖
を
含
め
る

と
１
０
６
・
３
km2

）
の
河
川
で
す
。

ま
た
、
新
河
岸
川
の
支
川
流
域
の
中
で
は
最
も
大
き
く
、
流

域
に
係
わ
る
自
治
体
は
13
市
町
あ
り
ま
す
。

こ
の
柳
瀬
川
流
域
は
、
狭
山
丘
陵
の
上
に
あ
り
、
雑
木
林

と
畑
地
が
調
和
よ
く
分
布
し
、
緑
の
回
廊
を
形
成
し
て
い
る

自
然
豊
か
な
土
地
柄
で
し
た
。
し
か
し
、
都
心
部
よ
り
20
〜

30
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
た
め
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
市
街
地
化
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
40
年
代
の
高
度
成
長
期

に
は
、
東
京
の
一
極
集
中
に
よ
り
爆
発
的
に
人
口
が
増
加
し

ま
し
た
。
現
在
の
市
街
地
率
は
55
％
、
流
域
内
人
口
は
63
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
柳
瀬
川
流
域
を
含
む
新
河
岸
川
流
域
は
、
急
激
な
市

街
地
化
に
よ
り
、
建
物
や
舗
装
道
路
な
ど
で
地
表
面
が
覆
わ

関東地方整備局　荒川下流河川事務所　調査課

学
識
経
験
者
、
行
政
関
係
者
、
市
民

の
代
表
者(

市
民
懇
談
会)

か
ら
な

り
、
計
画
の
具
体
的
検
討
を
行
う

流
域
住
民
か
ら
公
募
し
た
市
民
か

ら
な
り
、
身
近
な
意
見
を
提
案
す
る

流
域
に
関
係
す
る
都
県
及
び
市
町

の
河
川
、
下
水
道
、
都
市
計
画
、
環

境
な
ど
の
各
部
門
の
担
当
者
か
ら

な
り
、
施
策
の
方
向
性
な
ど
の
議
論

と
調
整
を
行
う
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洪
水
時
の
計
画
目
標

東
京
都
及
び
埼
玉
県
を
は
じ
め
と
す
る
流
域
の
自
治
体
と

国
土
交
通
省
で
策
定
し
た
「
新
河
岸
川
流
域
整
備
計
画(

平
成

17
年
３
月
改
定)

」
及
び
河
川
ご
と
に
策
定
さ
れ
て
い
る
河
川

整
備
計
画
に
基
づ
き
治
水
施
設
の
整
備
を
早
急
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
総
合
治
水
対
策
と
し
て
流
域
が
従
前
よ
り
有
し

て
い
る
保
水
・
遊
水
機
能
の
維
持
・
回
復
に
努
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

な
お
、
最
近
の
全
国
に
お
け
る
洪
水
被
害
の
状
況
を
踏
ま

え
、
河
川
の
改
修
や
調
節
池
の
整
備
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
対
策

だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
体
制
の

あ
り
方
等
の
危
機
管
理
に
関
す
る
新
た
な
課
題
に
対
応
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
避
難
訓
練
の
実
施
を
は
じ
め
と

し
た
ソ
フ
ト
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
常
時
の
計
画
目
標

平
常
時
の
計
画
目
標
は
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
市
民
懇

談
会
で
提
案
・
作
成
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
図
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
基
に
、「
望
ま
し
い
流
域
像
」
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
懇
談
会
か
ら
は
、
市
民
に
で
き
る
水
循
環
の
回

復
・
保
全
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
「
市
民
自
ら
の
行
動
」
に
つ

い
て
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
イ
メ
ー
ジ
図
の
う
ち
、
定

量
的
に
目
標
を
設
定
で
き
る
指
標
と
し
て
水
量
、
水
質
を
選

定
し
、
指
標
に
対
す
る
設
定
条
件(

親
水
、
景
観
等)

か
ら
評
価

地
点
に
お
け
る
低
水
時
の
河
川
流
量
を
目
標
値
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

な
お
、
目
標
年
次
ま
で
に
実
現
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
に
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
も
の
と
し
ま
し
た
。

柳
瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、

http://w
w

w
.ara.or.jp/arage/yanase/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
取
組
み

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
描
く
「
望
ま
し
い
流
域
像
」
実
現
の

た
め
に
、
行
政
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
流
域
市
民
、
市
民
団

体
、
学
識
経
験
者
、
企
業
等
の
協
力
、
連
携
体
制
を
強
化
す

る
な
ど
、
流
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
を
展
開
す
る
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
早
期
に
策
定
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
、
具
体
的
な
事
業
メ

ニ
ュ
ー
、
実
施
期
間
・
規
模
及
び
事
業
主
体
を
明
示
す
る
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
試
行
的
に
実
施
し
な
が
ら

事
業
制
度
の
確
立
を
目
指
す
も
の
か
ら
、
市
民
が
主
体
と
な

っ
て
実
施
す
る
事
業
ま
で
を
対
象
と
し
、
ま
た
、
試
行
的
に

実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
係
わ
る
市

民
の
体
制
等
を
勘
案
し
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
計
画
・
実
行
・

分
析
を
継
続
的
に
行
い
、
必
要
に
応
じ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

の
見
直
し
を
行
う
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
も
盛
り
込
む

こ
と
と
し
ま
す
。

検
討
及
び
事
業
推
進
体
制

事
業
実
施
主
体
を
基
本
構
成
と
し
て
、
学
識
経
験
者
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
す
る
「
推
進
協
議
会
」、
推
進
協
議
会
に
参
画

す
る
行
政
機
関
の
担
当
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
幹
事
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
が
主
体
と
な
り
実
施
す
る
事
業
と
も
連
携
・

調
整
し
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
推
進
協
議
会
に
市
民
懇
談
会

の
代
表
者
も
加
わ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
民
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
事
業
の
立
案
・
調
整
・
実
施
を
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
継
続
的
な
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
改
め
て
公
募
し
編
成

し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
市
民
に
よ
る
自
主
運
営
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柳
瀬
川
流
域
に
お
け
る
水
循
環
の
取
組
み
は
、
ま
だ
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
試
行
的

な
取
組
み
を
展
開
し
、
参
画
す
る
者
皆
で
連
携
し
、
水
と
み

ど
り
の
豊
か
な
恵
み
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・キャッチフレーズ：
子どもが川に入って安心して
遊べる楽しい川
（お母さん、川に行こうよ）

・対象区間：清流橋～金山橋
・評価地点：金山橋
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紹　介
水の郷・香取市の取組み

と
よ
ば
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う

な
情
緒
あ
る
歴
史

的
景
観
を
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
、
行

政
と
住
民
の
協
力

に
よ
り
各
種
の
取

組
み
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

①
佐
原
の
歴
史
的

町
並
み
の
保
存

市
街
の
中
心
を

流
れ
る
小
野
川
沿

い
は
、
元
文
年
間
（
１
７
３
６
〜
４
０
）
の
洪
水
で
利
根
川

本
流
が
対
岸
の
茨
城
県
潮
来
か
ら
佐
原
側
に
移
っ
た
後
、
米

問
屋
や
醸
造
業
・
商
人
宿
を
営
む
店
が
増
加
し
、
近
隣
か
ら

物
資
を
集
め
江
戸
へ
運
び
、
江
戸
か
ら
呉
服
や
日
常
品
を
仕

入
れ
周
辺
に
売
り
捌
き
、
物
資
の
集
散
地
と
し
て
、
ま
た
、
物

資
輸
送
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
小
野
川
沿
い
の
建

物
は
、
寄
棟
妻
入
り
の
平
屋
・
２
階
建
の
も
の
が
多
く
、
ま

た
比
較
的
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
小
野

川
を
跨
い
で
市
街
を
東
西
に
結
び
、
香
取
神
宮
に
至
る
香
取

街
道
に
は
、
日
常
品
を
取
り
扱
う
卸
商
・
卸
売
業
が
多
く
、
建

物
は
小
規
模
・
切
妻
平
入
り
の
２
階
建
が
数
多
く
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
間
口
は
３
間
程
度
と
狭
い
も
の
の
、

軒
先
や
棟
が
整
然
と
連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
和
の
と

れ
た
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
町
並
み
も
、
明
治
・
大
正
期
の
鉄

道
の
発
達
に
よ
る
舟
運
の
衰
退
や
戦
後
の
高
度
成
長
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
の
中
で
、
維
持
管
理
に
費
用
の
か

さ
む
古
臭
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
野
川
も
、
汚
水
の
流
入
や
ゴ
ミ
等

の
投
棄
に
よ
り
、
半
ば
排
水
路
と
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
、
佐
原
の
町
並
み
の

文
化
的
な
価
値
を
再
認
識
し
た
地
元
の
市
民
団
体
の
活
動
が

活
発
化
し
、
自
ら
の
手
に
よ
る
数
百
棟
の
建
築
物
の
台
帳
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
２
（
Ｈ
４
）
に
は
こ
れ
に
基
づ

く
町
並
み
形
成
基
本
計
画
が
市
長
に
提
案
さ
れ
、
１
９
９
４

（
Ｈ
６
）
年
に
「
佐
原
市
歴
史
的
景
観
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

１
９
９
６
（
Ｈ
８
）
年
に
は
、
小
野
川
・
香
取
街
道
沿
い
の

町
並
み
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
東
地

方
で
初
め
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
で
は
、
地
区
内

の
建
物
の
意
匠
に
基
準
を
定
め
、
修
理
・
修
景
す
る
際
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
、
住
民
協
力
の
下
、
こ
れ
ま
で
に
１
１

７
件
の
建
物
の
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

②
小
野
川
の
河
川
整
備

佐
原
の
歴
史
的
な
町
並
み
の
保
存
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
し
た
頃
、
小
野
川
で
は
、「
ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
事
業
」
を

活
用
し
た
河
川
整
備
が
行
わ
れ
、
周
辺
の
景
観
と
一
体
と
な

っ
た
良
好
な
水
辺
空
間
の
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
１
９
９
２
（
Ｈ
４
）
年
に
は
、
か
つ
て
農
業

用
水
を
大
樋
に
よ
っ
て
川
越
え
さ
せ
て
い
た
樋
橋
（
通
称
「
ジ

ャ
ー
ジ
ャ
ー
橋
」）
が
木
製
の
も
の
に
架
け
替
え
ら
れ
た
ほ
か
、

道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
擬
木
化
、
景
観
に
配
慮
し
た
街
路

香
取
市
は
、
合
併
に
よ
り
２
０
０
６
（
Ｈ
18
）
年
３
月
27

日
に
佐
原
市
・
小
見
川
町
・
山
田
町
・
栗
源
町
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
千
葉
県
北
東
部
の
人
口
約
９
万
人
の
市
で
す
。
合

併
前
の
４
市
町
の
う
ち
、
利
根
川
に
面
し
た
旧
佐
原
市
と
旧

小
見
川
町
で
は
、
市
街
を
流
れ
る
小
野
川
沿
い
の
歴
史
的
な

町
並
み
の
積
極
的
な
活
用
（
佐
原
）
や
、
町
内
の
黒
部
川
の

清
流
復
活
と
こ
れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
小
見
川
）
が

評
価
さ
れ
、
１
９
９
５
（
Ｈ
７
）
年
、
地
域
の
固
有
の
水
を

巡
る
歴
史
や
生
活
文
化
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
水

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
水

の
郷
」
と
し
て
、
旧
国
土
庁
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
原
市
街
中
心
部

佐
原
は
、
徳
川
幕
府
の
利
根
川
東
遷
事
業
に
よ
り
、
利
根
川

が
東
北
〜
江
戸
の
物
流
ル
ー
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
常
陸
・
下
総
等
で
新
田
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
物
流
の
拠
点
・
河
港
商
業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
古
く
か
ら「
北
総
の
小
江
戸
」「
水
郷
の
商
都
」
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効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

水
郷
地
域

「
水
郷
の
美
　
天
下
の
冠
た
り
」
と
称
せ
ら
れ
た
、
佐
原
の

利
根
川
以
北
の
地
域
は
、
水
郷
筑
波
国
定
公
園
と
し
て
指
定

さ
れ
広
大
な
水
辺
空
間
を
有
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
調
和
し
た
農
村
景
観
を
形
成
し
、
美
し
い
田
園
風
景
と
な

っ
て
い
ま
す
。

①
水
生
植
物
園

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
は
、
水
郷
筑
波
国
定
公
園
の
表
玄

関
と
し
て
１
９
６
９
（
Ｓ
44
）
年
に
開
園
し
た
水
生
植
物
専

門
の
植
物
園
で
、
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
に
は
、
伊
勢
系
・

肥
後
系
・
江
戸
系
な
ど
４
０
０
品
種
１
５
０
万
本
の
花
菖
蒲

と
３
０
０
品
種
以
上
の
花
ハ
ス
を
中
心
と
し
た
水
辺
の
植
物

を
栽
培
・
展
示
し
て
い
ま
す
。
花
菖
蒲
は
６
月
に
、
ま
た
、
花

ハ
ス
は
７
月
中
旬
〜
８
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。

②
十
二
橋
巡
り

水
郷
随
一
の
名
勝
と
し
て
「
加
藤
洲
十
二
橋
巡
り
」
が
あ

り
ま
す
。
常
陸
利
根
川
と
与
田
浦
川
に
挟
ま
れ
た
加
藤
洲
地

区
に
は
、
か
つ
て
水
路

が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ

れ
て
お
り
、
人
家
と
人

家
を
行
き
来
す
る
た
め

の
小
さ
な
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
橋
が
12
架
け
ら

れ
て
い
た
の
で
、
十
二

橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
加
藤
洲
十

二
橋
へ
は
、
水
生
植
物

園
周
辺
か
ら
サ
ッ
パ
舟

と
呼
ば
れ
る
小
舟
が
多

数
運
航
さ
れ
て
お
り
、

水
郷
情
緒
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
郷
地
域
は
、
花
菖
蒲
と
花
ハ
ス
の
季
節
に
は
多
数
の
観

光
客
の
方
々
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
佐
原

市
街
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

そ
れ
以
外
の
時
期
の
来
訪
者
は
釣
り
客
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
年
間
を
通
じ
た
観
光
客
の
誘
致
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
水
郷
地
域
の
持
続
的
な
活
性
化

に
向
け
た
歯
車
を
回
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
づ
く
り

に
意
欲
を
持
っ
た
地
元
住
民
や
区
長
を
中
心
に
、「
水
郷
与
田

浦
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
」
を
２
０
０
６
（
Ｈ
18
）
年
に

結
成
し
、
行
政
も
参
画
し
関
連
経
済
団
体
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で

は
、
水
の
郷
百
選
の
選
定
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
東
京

大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
堀
繁
教
授
の

協
力
・
助
言
を
仰
ぎ
つ
つ
、
地
域
固
有
の
水
郷
地
域
を
育
む

資
源
を
再
評
価
し
、
地
域
住
民
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り
を

持
っ
た
地
域
振
興
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
小
さ
な

投
資
で
効
果
の
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
加
藤
洲
十
二
橋
・
与
田
浦
川
・
大
割

水
路
等
の
航
路
の
魅
力
づ
く
り
、
水
生
植
物
園
の
魅
力
ア
ッ

プ
に
よ
る
入
園
者
の
増
加
、
売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
と
の
連

携
等
に
関
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●
香
取
市
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ：

成
田
線
佐
原
駅
下
車
（
快
速
を
利
用
し
て
、
東
京
駅

か
ら
約
90
分
、
千
葉
駅
か
ら
約
50
分
）

道
路：

東
関
東
自
動
車
道
佐
原
香
取
Ｉ
Ｃ
か
ら
10
分

バ
ス：

東
京
駅
八
重
洲
口
よ
り
佐
原
駅
ま
で
高
速
バ
ス
で
約

90
分
（
千
葉
交
通
・
Ｊ
Ｒ
・
関
東
鉄
道
）

●
観
光
情
報

香
取
市
役
所：

http://w
w

w
.city.katori.lg.jp/

水
郷
佐
原
観
光
協
会：

http://w
w

w
15.ocn.ne.jp/~skk/

灯
の
整
備
、
川
沿
い

の
道
路
の
電
線
の
地

中
化
、「
だ
し
」
と

呼
ば
れ
る
荷
揚
げ
場

の
復
元
等
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

③
水
上
循
環
バ
ス
の

運
行
（
舟
運
）

歴
史
的
な
町
並
み

の
保
存
と
小
野
川
の

河
川
改
修
を
連
携
・

推
進
す
る
中
で
、
佐

原
市
で
は
、「
水
郷

の
小
江
戸
―
産
業
観

光
で
に
ぎ
わ
い
の
再

興
」
を
基
本
理
念
と

す
る
「
佐
原
市
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
を
２
０
０
０

（
Ｈ
12
）
年
に
策
定

し
、
首
都
圏
４
０
０

０
万
人
を
対
象
と
し

た
集
客
力
あ
る
産
業

観
光
の
実
現
を
中
心

市
街
地
で
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
市
郊
外
の
駐
車
場
か
ら
中
心
街

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
及
び
舟
運
の
復
活
を
目
的
に
、
商
工

会
議
所
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
が
、
水

上
循
環
バ
ス
の
運
行
（
舟
運
）
を
２
０
０
３
（
Ｈ
15
）
年
７

月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
運
行
開
始
か
ら
３
年
目
の
現
在
、
舟

運
自
体
の
採
算
は
赤
字
で
あ
る
も
の
の
、
佐
原
へ
の
来
訪
観

光
客
数
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
市
街
地
で
の
滞

在
時
間
も
増
加
し
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
複
数
の
飲
食
店
が

空
き
店
舗
を
改
装
し
、
新
規
に
開
業
す
る
な
ど
の
経
済
的
な

特集■水資源　～潤いのある国土づくりのために～

修理後 正文堂～小堀堂　修理前

加藤洲十二橋巡り
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紹　介
福岡Yahoo！JAPANドーム
雨水利用施設

県
で
は
「
福
岡
県
の
公
用
又
は
公
共
用
建
築
物
に
対
す
る

水
の
再
利
用
施
設
設
置
要
綱
」
を
定
め
、
県
有
の
公
共
施
設

へ
の
雑
用
水
利
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
福
岡
市
に
お
い
て
は
、
２
０
０
３
年
に
全
国
に
先

駆
け
て
「
節
水
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
新
築
・
増
改
築
す

る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
工
場
な
ど
の
民
間
施
設
に
も
雑
用
水
利

用
を
義
務
付
け
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
福
岡
市
内
に
所
在
し
、
早
く
か
ら
雑
用
水

利
用
に
取
り
組
み
、
そ
の
規
模
は
今
な
お
県
下
一
で
あ
る
福

岡
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ド
ー
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ド
ー
ム
概
要

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ド
ー
ム
は
１
９
９
３
年
４
月
２
日
、
博
多

湾
の
目
の
前
に
日
本
で
初
め
て
の
開
閉
式
屋
根
を
持
つ
ス
タ

ジ
ア
ム
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
（
当
時
の
名
称
は
「
福
岡
ド

ー
ム
」
／
２
０
０
５
年
２
月
25
日
よ
り
名
称
変
更
）。

古
代
ロ
ー
マ
市
民
の
社
交
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
コ
ロ
シ

ア
ム
を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
と
し
た
そ
の
形
状
は
、
ど
の
位

置
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

理
想
的
な
施
設
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
開
閉
式

屋
根
の
採
用
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
天
候
状
況
に
お
い
て
も
、
ス

ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
球
場
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
可
動
式
の
席
や
特
殊
な
音
響
施
設
を
備
え

る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
国
内
外
の

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
大
規
模
な
見
本
市

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー
サ
イ
ド

エ
リ
ア
の
美
し
い
景
観
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
と
併
せ

て
、
福
岡
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
施
設
概
要

所
在
地

福
岡
市
中
央
区
地
行
浜
２
―
２
―
２

階
　
　
層

地
上
７
階

面
　
　
積

（
建
築
面
積
）

７
万
㎡

（
延
べ
床
面
積
）

17
万
６
０
０
０
㎡

高
　
　
さ

ア
リ
ー
ナ
最
高
部

84
ｍ

収
容
人
数

４
万
８
０
０
０
人
（
野
球
の
場
合
）

雨
水
貯
留
シ
ス
テ
ム

次
頁
の
図
は
雨
水
貯
留
シ
ス
テ
ム

の
概
念
図
で
す
。
ド
ー
ム
の
屋
根
に

降
っ
た
雨
は
雨
水
ド
レ
イ
ン
か
ら
雨

水
管
、
雨
水
沈
砂
池
を
通
っ
て
、
雨

水
貯
留
槽
に
溜
ま
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
砂
濾
過
機
を
通
っ
て
中

水
受
水
槽
へ
入
り
、
下
水
の
高
度
処

理
水
と
併
せ
て
各
階
の
ト
イ
レ
等
に

送
ら
れ
ま
す
。

・
雨
水
集
水
面
積

ド
ー
ム
の
屋
根
３
万
２
０
０
０
㎡

に
降
っ
た
雨
水
は
屋
根
周
辺
に
分
散

し
て
設
け
ら
れ
た
雨
水
ド
レ
イ
ン

（
写
真
）
か
ら
雨
水
貯
留
槽
に
落
ち
ま

す
。

福
岡
県
の
雑
用
水
利
用
の
取
組
み
の
背
景

近
年
は
少
雨
傾
向
に
伴
い
、
水
供
給
の
安
全
度
が
低
下
し

て
お
り
、
渇
水
も
起
き
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
の
水
需
要
は
人
口
の
増
加
、
上
水
道
普
及
率

の
向
上
、
生
活
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、
将
来
的
に
も
ま
だ
増
大
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
ム
建
設
中
心
に
水
資
源
確
保
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
建
設
自
体
が
水
没
者

の
生
活
再
建
や
地
域
の
振
興
対
策
、
自
然
環
境
保
護
へ
の
国

民
の
関
心
の
高
ま
り
等
を
反
映
し
た
環
境
保
全
対
策
等
に
よ

り
、
完
成
ま
で
に
長
時
間
を
要
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
水
資
源
開
発
に
努

め
る
一
方
、
節
水
型
社
会
の
形
成
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
雑
用
水
（
雨
水
や
再
生
処
理
水
）
は
水
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 福岡県 企画振興部 水資源対策局 開発課

（写真提供：�ホークスタウン）
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用
い
、
ポ
リ
塩
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
凝
集

し
、
次
亜
塩
素
酸
ソ

ー
ダ
で
滅
菌
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
中
水
受
水
槽

濾
過
さ
れ
た
雨
水

は
、
中
水
受
水
槽
で

高
度
処
理
水
と
混
合

さ
れ
ま
す
。
最
終
的

に
は
ド
ー
ム
や
隣
接

商
業
施
設
（
ホ
ー
ク

ス
タ
ウ
ン
）
で
の
水

洗
ト
イ
レ
用
水
や
植
栽
散
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
水
使
用
実
績

平
成
５
年
５
月
よ
り
運
用
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
の
使
用

実
績
を
そ
の
年
の
背
景
ご
と
に
抽
出
し
て
下
記
の
表
に
示
し

て
い
ま
す
。

導
入
さ
れ
た
平
成
５
年
度
は
雨
量
が
多
い
年
で
あ
っ
た
た

め
、
雨
水
利
用
計
画
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
翌
平
成
６

年
度
は
大
渇
水
の
年
で
あ
り
、
中
水
使
用
量
と
雨
水
使
用
量

が
平
成
５
年
度
と
比
べ
る
と
逆
転
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
は
ド
ー
ム
に
隣
接
し
た
商
業
施
設
で
も
ト
イ

レ
用
水
等
と
し
て
利
用
さ
れ
、
降
雨
量
が
多
か
っ
た
の
と
相

ま
っ
て
、
雨
水
利
用
量
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

施
設
管
理
の
担
当
の
方
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
将
来
の
設
備

の
更
新
の
際
に
、
貯
留
槽
等
の
サ
イ
ズ
な
ど
大
規
模
な
変
更

は
行
わ
な
い
が
、
濾
過
装
置
や
そ
の
付
帯
設
備
、
処
理
剤
の

工
夫
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的
に
雨
水
利
用
を
図
れ
る
よ
う
今

後
も
取
り
組
ん
で
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
、
年
度
ご
と
の
降
雨
量
に
よ
り
、
雨
水
の
活

用
で
き
る
量
は
変
動
し
ま
す
が
、
運
用
の
努
力
に
よ
っ
て
雨

水
利
用
率
は
全
体
と
し
て
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
福

岡
と
い
う
土
地

柄
は
、
渇
水
の

経
験
を
忘
れ
て

お
ら
ず
、
住
民

の
水
を
大
切
に

す
る
意
識
、
雨

水
利
用
へ
の
関

心
は
高
い
も
の

が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近

で
は
、
ご
承
知

の
よ
う
に
、
雨

水
利
用
は
、
こ

の
よ
う
な
水
資

源
と
し
て
の
視

点
に
加
え
、
都

市
水
害
対
策
と

し
て
も
注
目
さ

れ
始
め
て
い
ま

す
。本
県
で
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民

に
よ
る
雨
水
利

用
、
地
下
浸
透

を
す
す
め
る
活

動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
再
生
樽
を
利
用
し
た
身
近
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
は

マ
ス
コ
ミ
に
も
度
々
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

良
好
な
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
従
来
の
大
型
施

設
で
の
雨
水
、
再
生
水
の
利
用
促
進
に
加
え
、
学
校
や
家
庭

な
ど
身
近
な
施
設
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
更
に
多
く
の
住

民
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
一
層
の

普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
雨
水
貯
留
槽

球
場
の
周
囲
約
４
分
の

３
周
に
渡
っ
て
貯
留
槽
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨

水
貯
留
槽
の
容
量
は
２
９

０
０
�
で
あ
り
、
観
客
が

満
員
の
試
合
で
あ
っ
た
場

合
の
水
の
使
用
量
の
５
日

分
に
相
当
し
ま
す
。

・
濾
過
装
置

濾
過
装
置
は
堅
形
圧
力

方
式
で
、
処
理
能
力
は
60

�
／
時
。
濾
過
に
は
砂
を

特集■水資源　～潤いのある国土づくりのために～

福岡ドームの水利用実績 （単位：�）

雨水ドレイン

雨水濾過装置
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